
市
民
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問
県
内
で
の
本
市
の
観
光

地
認
知
度
を
目
標
値
に
定

め
、
24
年
度
の
37
・
１
％
か

ら
50
％
を
目
指
し
て
き
た

が
、
昨
年
度
は
41
・
９
％
と

微
増
だ
っ
た
。
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
市
民
に
よ
る

三
原
の
良
さ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
す
る
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

地
域
の
魅
力
向
上
及
び
魅
力

発
信
の
担
い
手
に
な
る
た

め
、
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
昨
年
12
月
か
ら
女
性
市
民

団
体
に
よ
る
「
＃
き
て
み
て

三
原
」
の
情
報
発
信
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
市
民

に
よ
る
魅
力
発
信
を
拡
大
、

充
実
さ
せ
て
い
く
か
を
検
討

す
る
。

平成31年第1回定例会

総括質問 市政を問う
　今定例会では３月５日、６日、７日に総括質問が行われ、13人の議員が質問に立ちました。
　その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
　掲載事項は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　詳細な内容は、会議録を製本の後、三原市議会事務局、市役所情報公開コーナー、
三原市中央図書館に置いています。また、三原市ホームページでも閲覧できますので
ご覧ください。（会議録の製本には、議会終了後おおむね３カ月を要します。）

会 議 録 検 索HPアドレス http://www.city.mihara.hiroshima.jp → 市議会 映像ライブラリー
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問
本
市
の
人
口
減
少
の
傾

向
を
調
べ
る
と
、
25
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
人
口
減
少
が
著

し
く
な
っ
て
い
る
。
人
口
減

少
対
策
を
本
市
は
も
っ
と
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
こ
５
年
の
人
口

転
出
入
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
こ
こ
５
年
で
年
平
均
３

４
０
人
の
転
出
超
過
。
平
成

29
年
度
は
５
３
３
人
の
転
出

超
過
に
な
っ
た
。
就
職
や
転

勤
・
転
職
・
婚
姻
が
主
な
要

因
と
分
析
し
て
い
る
。

問
三
大
都
市
圏
か
ら
の
Ｉ

タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
呼
び

込
む
た
め
の
活
動
状
況
と
そ

の
成
果
は
。

答
東
京
と
大
阪
で
開
催
さ

れ
る
移
住
定
住
フ
ェ
ア
に
、

こ
こ
３
年
は
年
５
～
７
回
出

展
。
空
き
家
改
修
支
援
事
業

や
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム

応
援
事
業
等
も
含
め
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。
実
際
に
本
市
へ
移

住
さ
れ
た
世
帯
は
、
こ
こ
３

年
で
18
世
帯
に
な
る
。

問
都
市
圏
か
ら
の
移
住
者

は
少
な
く
、
活
動
成
果
が
で

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
都

市
圏
か
ら
の
移
住
を
増
や
す

た
め
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
り
込
み
、
他
都
市
と
の
明

確
な
違
い
と
魅
力
や
優
位
性

を
謳
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
も
と
に
、
移
住
を
促
す

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
自
治
体
の
営
業
活
動
）
を

も
っ
と
積
極
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
移
住
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

絞
り
込
み
や
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
合
わ
せ
た
集
中
的
な
施
策

の
必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
観
光
分
野
に
お
け
る
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
は

じ
め
、
本
市
の
魅
力
や
優
位

性
を
活
か
し
た
様
々
な
取
り

組
み
を
横
断
的
に
行
う
。

Ⅰ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
増
や
す
た
め

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
を

田た

中な
か 

裕ひ
ろ

規き 

議
員

三原市定住応援マガジン
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総　　括　　質　　問

育
成
の
観
点
も
加
味
し
配
置

を
行
っ
て
い
る
。

問
夜
遅
く
ま
で
残
業
し
、

土
日
も
出
勤
し
、
体
調
を
崩

す
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
労

働
安
全
衛
生
委
員
会
の
議
論

と
検
証
に
つ
い
て
問
う
。

答
総
務
部
長
・
産
業
医
・

労
働
組
合
代
表
等
で
構
成
す

る
労
働
安
全
衛
生
委
員
会

を
、
月
１
回
程
度
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
職
員
の
安
全
及

び
健
康
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。

問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
問
う
。

答
職
員
課
の
ア
ン
テ
ナ
を

伸
ば
す
と
と
も
に
、
職
場
の

安
全
管
理
は
所
属
長
の
責
務

で
あ
る
こ
と
を
指
導
し
て
い

く
。

の
人
た
ち
が
子
供
や
保
護
者

が
発
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
も
し
か
し
て
虐

待
で
は
と
思
っ
た
ら
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」、
広
島
県
東

部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、

児
童
相
談
所
、
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
１
８
９
番
へ
相
談
、

通
告
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
頃
か
ら
の
見
守
り
、
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

民
生
児
童
委
員
等
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
市
民
へ
の

啓
発
も
引
き
続
き
行
う
。

問
教
職
員
と
自
治
体
職
員

の
総
労
働
時
間
の
把
握
・
分

析
・
対
策
に
よ
っ
て
効
果
を

検
証
す
る
方
法
と
考
え
方
を

問
う
。

答
教
職
員
は
、
文
科
省
か

ら
出
さ
れ
た
「
公
立
学
校
の

教
師
の
勤
務
時
間
の
上
限
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

参
考
に
、「
働
き
方
改
革
の

取
り
組
み
方
針
」
を
策
定

し
、
勤
務
時
間
の
上
限
の
目

安
の
設
定
に
加
え
、
部
活
動

休
養
日
及
び
定
時
退
校
の
実

施
、
勤
務
時
間
外
の
電
話
対

応
等
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
市
職
員
は
、
時
間
外
勤
務

の
縮
減
に
向
け
、
職
員
の

心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
及

び
、
公
務
能
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
「
時
間
外

勤
務
縮
減
に
関
す
る
指
針
」

を
定
め
て
、
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
る
。

　
災
害
対
応
を
除
い
た
職
員

１
人
一
カ
月
当
た
り
の
時

間
外
勤
務
の
平
均
は
、
平
成

25
年
度
13
時
間
、
29
年
度
は

問
本
市
の
人
口
は
５
年
間

で
約
５
０
０
０
人
が
減
少
。

人
口
流
出
を
防
ぎ
、
若
い
人

が
安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
雇
用
の
場
の
確
保
が
必

要
。
本
郷
地
区
産
業
団
地
の

新
規
雇
用
の
見
通
し
と
市
内

高
校
な
ど
と
の
連
携
を
問

う
。

答
高
校
生
を
対
象
と
し
た

企
業
説
明
会
を
昨
年
８
月
開

催
し
、
市
内
で
採
用
予
定
企

業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
本
市
に
は
、
も
の
づ
く
り

に
優
れ
た
企
業
も
多
く
、
ま

た
新
た
な
企
業
の
立
地
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
高

校
新
卒
の
就
職
は
も
と
よ

り
、
進
学
な
ど
で
市
外
に
移

転
し
た
方
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

の
き
っ
か
け
に
す
る
た
め
、

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
の
高

校
と
の
連
携
を
図
り
雇
用
機

会
の
拡
大
に
努
め
る
。
若
い

人
が
市
内
の
企
業
に
就
職
し

た
い
、
三
原
に
住
み
続
け
た

い
と
夢
や
希
望
が
持
て
る
よ

９
・
９
時
間
と
23
・
８
％
縮

減
し
て
い
る
。
時
間
外
勤
務

時
間
は
、
各
所
属
で
集
計

し
、
職
員
課
が
毎
月
庁
議
で

報
告
し
て
い
る
。
７
月
・
８

月
は
、
原
則
時
間
外
勤
務
を

行
わ
な
い
「
ゆ
う
活
」
の
期

間
と
し
て
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
勤
務
時
間
の
客
観
的
な

記
録
に
つ
い
て
問
う
。

答
教
職
員
は
、
一
人
一
人

が
パ
ソ
コ
ン
上
で
入
力
ボ
タ

ン
を
押
し
、
在
校
時
間
を
記

録
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
職

員
は
、
出
勤
簿

と
時
間
外
勤
務

命
令
簿
で
記
録

し
て
い
る
。

問
各
課
・
各

係
の
人
員
配
置

は
、
業
務
量
と

マ
ッ
チ
し
て
い

る
か
問
う
。

答
職
員
課
が

各
課
の
状
況
を

踏
ま
え
、
職
員

の
特
性
や
人
材

う
企
業
誘
致
促
進
本
部
に
お

い
て
、
雇
用
の
受
け
皿
拡
大

と
企
業
の
円
滑
な
操
業
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
子
育
て
支
援
事
業
と
し

て
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」
を

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
開

設
し
、
児
童
虐
待
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
る
。
子
ど
も
が

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
す
る
場
合
、
そ

れ
を
受
け
止
め
る
身
近
な
大

人
と
し
て
、
学
校
の
先
生

や
、
近
所
の
人
な
ど
は
、
そ

の
シ
グ
ナ
ル
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
相
談
支
援
や
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
の

発
す
る
信
号
を
受
け
止
め
る

仕
組
み
を
問
う
。

答
虐
待
の
問
題
は
、
子
育

て
不
安
を
は
じ
め
と
し
た
家

族
危
機
の
表
れ
で
、
家
庭
と

い
う
密
室
の
中
で
起
こ
り
、

外
部
か
ら
は
気
づ
か
れ
に
く

い
の
で
、
虐
待
を
早
期
に
発

見
、
対
応
す
る
た
め
に
周
り

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
予
算
編
成
方
針
と
施
政

方
針
に
つ
い
て

高た
か
木き 

武た
け
子こ 

議
員

陶す
え　

 

範の
り
昭あ
き 

議
員

翌日の仕事が期待できない慢性過労を
招いている長時間残業・・・

まだ、明日の
準備が・・・
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総　　括　　質　　問

問
❶
決
壊
箇
所
は
現
状
復

旧
だ
け
で
な
く
強
固
な
護
岸

へ
の
補
強
が
必
要
で
は
な
い

か
。
❷
県
へ
の
堆
積
土
除
去

の
予
算
要
望
は
。
❸
宅
地
の

復
旧
支
援
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
。
県
内
で
は
三

次
市
が
制
度
を
作
っ
て
い

る
。
本
市
も
待
っ
た
な
し
の

課
題
で
は
な
い
か
。

答
❶
堤
防
の
強
化
に
つ
い

て
県
へ
強
く
要
望
し
て
い

く
。
❷
県
の
除
去
計
画
中
に

未
曽
有
の
洪
水
氾
濫
が
発
生

し
た
。
今
後
は
計
画
の
一
層

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
❸

宅
地
の
復
旧
支
援
に
つ
い
て

早
期
に
先
進
都
市
の
取
り
組

み
を
調
査
し
検
討
す
る
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所

の
対
策
に
つ
い
て

問
豪
雨
災
害
で
は
５
名
の

方
が
土
砂
・
土
石
流
災
害
で

亡
く
な
ら
れ
、
多
く
の
被
害

が
発
生
し
た
。
❶
危
険
指
定

箇
所
と
被
害
発
生
箇
所
の
関

係
に
つ
い
て
。
❷
３
５
０
カ

所
に
及
ぶ
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
と
３
１
０
カ
所
に
及
ぶ
土

石
流
危
険
渓
流
の
対
策
と
財

源
確
保
に
つ
い
て
。

答
❶
こ
の
度
の
災
害
の
多

く
が
土
砂
災
害
危
険
箇
所
で

発
生
し
た
。
❷
整
備
率
は
２

割
台
だ
。
未
整
備
箇
所
に
つ

い
て
早
期
に
事
業
着
手
を
県

に
働
き
か
け
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

市
民
の
学
び
の
場
確
保
を

◦�

風
疹
予
防
へ
市
の
補
助
を

問
豪
雨
災
害
に
関
す
る
住

民
説
明
会
で
は
厳
し
い
意
見

が
出
さ
れ
た
が
❶
「
河
川
激

甚
災
害
特
別
緊
急
事
業
」
及

び
決
壊
箇
所
の
復
旧
の
進
捗

状
況
は
。
❷
河
川
の
堆
積
土

除
去
は
県
が
予
算
を
減
ら
し

た
中
で
大
災
害
が
起
き
た

が
、
除
去
計
画
の
進
捗
は
。

❸
擁
壁
な
ど
の
宅
地
被
害
に

対
し
支
援
制
度
が
な
く
、
被

災
者
が
困
難
を
抱
え
て
い
る

が
補
助
制
度
を
た
だ
ち
に
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
❶
９
カ
所
の
大
規
模
決

壊
箇
所
は
今
年
の
出
水
期
ま

で
に
工
事
を
完
了
す
る
。
❷

堆
積
土
な
ど
除
去
計
画
の
進

捗
率
は
約
４
割
だ
。
豪
雨
災

害
を
受
け
計
画
対
象
以
外
で

も
緊
急
的
に
実
施
し
た
。
今

後
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

❸
擁
壁
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

は
個
人
資
産
で
あ
り
自
己
負

担
で
の
復
旧
を
基
本
と
考
え

て
い
る
が
、
先
進
都
市
の
取

り
組
み
を
調
査
検
討
す
る
。

問
新
庁
舎
完
成
後
、
旧
消

防
庁
舎
及
び
円
一
庁
舎
の
跡

地
利
用
は
ど
う
か
。
ま
た
、

将
来
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

計
画
で
「
円
一
エ
リ
ア
」
の

消
防
庁
舎
・
円
一
庁
舎
・
図

書
館
な
ど
機
能
移
転
す
る
公

共
施
設
跡
の
一
体
的
活
用
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
旧
消
防
庁
舎
は
平
面
駐

車
場
と
し
、
平
成
31
年
度
中

は
現
市
庁
舎
解
体
に
伴
い
、

公
用
車
駐
車
場
と
し
て
活
用

す
る
。
32
年
度
以
降
に
は
市

営
円
一
町
駐
車
場
の
建
て
替

え
を
検
討
し
て
い
る
。

　
「
円
一
エ
リ
ア
」
は
、
新

た
な
箱
物
は
建
設
せ
ず
様
々

な
課
題
解
決
の
た
め
の
段
階

的
な
活
用
を
進
め
て
い
き
な

が
ら
、
一
体
的
な
活
用
が
で

き
る
ま
で
貸
地
等
に
よ
り
民

間
事
業
者
に
よ
る
有
効
活
用

を
め
ざ
し
た
い
。

問
本
郷
産
業
団
地
の
１
期

造
成
分
（
15
・
４
ha
）
の
調

整
池
北
側
に
都
市
公
園
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園

を
防
災
公
園
と
し
避
難
所
を

設
置
し
、
７
月
豪
雨
災
害
で

甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
船
木

地
域
の
防
災
拠
点
に
し
て
は

ど
う
か
。

答
こ
の
都
市
公
園
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
７

月
豪
雨
災
害
に
係
る
船

木
地
区
説
明
会
で
、
防

災
機
能
を
備
え
た
公
園

整
備
の
要
望
を
受
け
て

お
り
、
被
災
状
況
か
ら

必
要
性
は
高
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
避
難
所
を
は
じ
め
、

具
体
的
な
防
災
施
設
の

整
備
内
容
に
つ
い
て
広
島
県

と
連
携
し
防
災
機
能
を
備
え

た
公
園
と
し
て
、
造
成
工
事

完
成
後
に
施
設
整
備
を
進
め

て
行
く
。

問
東
本
通
土
地
区
画
整
理

地
内
の
本
郷
南
３
・
４
・
５

丁
目
の
人
口
推
移
は
ど
う

か
。

　
計
画
事
業
費
91
億
８
千
万

円
で
工
期
は
平
成
12
年
度
か

ら
35
年
度
で
あ
る
が
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

　
保
留
地
の
処
分
面
積
及
び

販
売
状
況
は
ど
う
か
。

答
事
業
区
域
内
の
人
口
は

事
業
開
始
時
の
１
０
８
６
人

か
ら
31
年
２
月
時
点
で
１
５

２
７
人
と
４
４
１
人
増
加
し

て
い
る
。

　
事
業
の
進
捗
状
況
は
30
年

度
末
で
65
億
６
４
３
０
万
円

で
71
・
５
％
で
あ
る
。

　
保
留
地
処
分
面
積
は
３
万

６
２
４
０
㎡
の
う
ち
６
５
８

８
㎡
が
販
売
済
み
で
処
分
金

は
２
億
６
７
８
５
万
円
で
あ

る
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

広
島
臨
空
産
業
団
地
に
つ

い
て
（
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
）

被
災
者
や
被
災
地
域
の
願
い
に
応
え

る
復
興
に
つ
い
て
問
う

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員

新
市
計
画
に
つ
い
て 加か

村む
ら 

博ひ
ろ
志し 

議
員

市内には工事が必要な危険箇所が505カ所におよぶ

船木地域の防災拠点に！
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総　　括　　質　　問

る
。
配
置
に
つ
い
て
、
ま
ず

は
、
未
配
置
の
対
象
地
域
に

各
１
名
を
配
置
す
る
。
状
況

を
み
な
が
ら
複
数
配
置
を
検

討
す
る
。

問
財
政
支
援
と
し
て
、
住

民
組
織
の
活
動
に
向
け
、
機

動
的
に
支
出
で
き
る
財
源
の

確
保
は
で
き
な
い
か
。

答
住
民
組
織
が
抱
え
る
課

題
と
し
て
、
活
動
資
金
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
域

経
営
方
針
で
、
現
行
の
補
助

金
を
他
の
支
援
制
度
と
一
括

し
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
住

民
組
織
に
お
い
て
使
途
を
決

定
で
き
る
交
付
金
と
し
た

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
事
業
や
市
民
提
案
型

協
働
事
業
な
ど
で
支
援
し
て

お
り
、
新
た
な
助
成
制
度
の

創
設
は
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
す
る
。

問
行
政
と
地
域
の
間
に

立
っ
て
様
々
な
活
動
を
支
援

す
る
「
中
間
支
援
組
織
」
と

は
ど
の
よ
う
な
組
織
を
想
定

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
本
市
で
は
、
市
民
や
団

体
、
企
業
な
ど
、
多
様
な
主

体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を

担
う
中
間
支
援
組
織
と
し

て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
お
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務
委

託
し
、
運
営
し
て
い
る
。
今

後
、
中
間
支
援
組
織
の
機
能

拡
充
、
体
制
整
備
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問
全
庁
的
な
協
働
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
各
部
署

に
協
働
推
進
員
を
設
置
す
る

の
か
。

答
地
域
経
営
方
針
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
各
部
の
幹

事
課
長
等
で
構
成
す
る
「
推

進
本
部
調
整
会
議
」
で
調
整

し
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
市
民
協
働
推
進
本
部
」
で

協
議
し
た
。
地
域
企
画
課
及

び
支
所
中
心
に
、
各
部
の
連

携
を
図
り
、
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
。

問
今
で
は
地
域
支
援
員
間

の
連
携
な
ど
広
域
的
な
活
動

の
動
き
も
あ
り
、
中
山
間
地

域
全
体
の
活
性
化
が
加
速
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
。
人
的

支
援
と
し
て
、
複
数
の
地
域

支
援
員
の
配
置
は
可
能
か
。

答
現
在
、
中
山
間
地
域
の

18
の
住
民
組
織
に
、
地
域
支

援
員
を
配
置
し
て
い
る
。
地

域
の
状
況
把
握
や
関
係
機
関

へ
の
情
報
伝
達
、
地
域
で
の

話
し
合
い
の
促
進
や
連
携
体

制
づ
く
り
な
ど
を
担
っ
て
い

問
❶
本
市
で
は
平
成
26
年

３
月
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・

ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
よ

る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
災
害
避

難
情
報
の
配
信
が
可
能
で

あ
っ
た
の
に
、
災
害
時
に
活

用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故

か
。
配
信
の
基
準
と
特
定
地

域
に
限
定
し
た
配
信
は
可
能

か
。

❷
自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ

後
、
課
題
が
沢
山
出
て
き
て

い
る
。
円
滑
に
働
け
る
自
主

防
災
組
織
を
作
り
上
げ
る
た

め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

❸
減
災
に
大
き
な
役
割
を
担

う
の
は
共
助
で
あ
る
。
地
区

防
災
計
画
の
策
定
が
市
全
域

の
災
害
対
応
力
の
向
上
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
認
識
、
現

状
、
周
知
に
つ
い
て
問
う
。

答
❶
市
内
全
域
に
警
告
音

と
と
も
に
配
信
さ
れ
る
影
響

や
配
信
の
明
確
な
基
準
を
定

め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
運

用
し
な
か
っ
た
。
避
難
勧
告

発
令
か
ら
の
配
信
に
つ
い
て

基
準
を
定
め
、周
知
を
図
る
。

❷
地
域
ご
と
の
課
題
を
、
専

門
家
と
と
も
に
解
決
に
つ
な

が
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
等

の
検
討
を
行
な
う
。

❸
大
規
模
広
域
災
害
時
の
対

策
で
、
地
域
住
民
等
が
主
体

の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
提
案
型
防

災
計
画
で
市
の
地
域
防
災
計

画
に
位
置
付
け
、
行
政
と
地

域
が
連
携
し
て
対
応
で
き
る

こ
と
か
ら
策
定
検
討
中
の
１

地
区
で
、
計
画
素
案
が
作
成

で
き
れ
ば
先
進
事
例
と
し
て

周
知
す
る
。

不
育
症
の
周
知
や
患
者

支
援
の
推
進
に
つ
い
て

問
不
育
症
と
は
２
回
以
上

の
流
産
、
死
産
や
早
期
新
生

児
死
亡
を
繰
り
返
し
子
ど
も

を
持
て
な
い
こ
と
と
定
義
さ

れ
る
。
全
国
で
約
１
４
０
万

人
、
毎
年
約
3
万
人
が
発
症

し
、
妊
娠
し
た
女
性
の
16
人

に
１
人
が
不
育
症
と
言
わ
れ

る
。
心
身
共
に
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
く
妊
娠
を
諦
め
る
方
も

あ
る
が
、
不
育
症
を
知
り
適

切
な
検
査
や
治
療
を
す
れ

ば
、
多
く
の
命
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
❶
相
談
窓
口
と
周
知
啓
発

を
問
う
。
❷
不
育
症
の
検
査

や
治
療
の
多
く
は
保
険
適
用

に
な
っ
て
い
な
い
。
治
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

答
❶
三
原
市
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く

す
く
」
で
初
期
の
相
談
対
応

や
精
神
的
な
支
援
を
行
う
。

必
要
が
あ
れ
ば
専
門
知
識
の

あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
広
島

県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

等
に
つ
な
い
で
い
く
。
❷
調

査
し
、
助
成
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

「
三
原
市
地
域
経
営
方
針
」に
つ
い
て

杉す
ぎ

谷た
に 

辰た
つ

次じ 

議
員

災
害
対
策
に
つ
い
て 萩は

ぎ　

 

由ゆ

美み

子こ 

議
員

大和町和木地区の地域支援員の活動拠点
「和木地域ふれあい交流センター」
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